
 

 

 

 

 

 平成30年１月12日 

各 位 

 

会 社 名 

 

キ ャ リ ア リ ン ク 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 社長執行役員 成 澤 素 明 

（コード番号：6070 東証一部） 

問合せ先 取締役 副社長執行役員  

管理本部長 
平 松 武 洋 

（ TEL. 03-6311-7321） 

 

平成30年２月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成29年４月14日に公表した平成30年２月期通期連結業績予想

を下記のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 

平成30年２月期通期連結業績予想数値の修正（平成29年３月１日～平成30年２月28日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

19,056 

百万円 
709 

百万円 
700 

百万円 
467 

円 銭 
37.39 

今回修正予想（Ｂ） 16,817 535 594 373 29.85 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,238 △173 △106 △94  

増減率（％） △11.7 △24.4 △15.2 △20.1  

（ご参考）前期実績 

（平成29年２月期） 
－ － － － － 

（注）当社は、平成30年２月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前

期実績（平成29年２月期）の数値は記載しておりません。 

 

修正の理由 

当社グループは、ＢＰＯ関連事業を主軸に、ＢＰＯ事業者、テレマーケティング事業者、

官公庁並びに金融機関等からの新規受注並びに既存案件の受注量拡大に努めております

が、民間企業向けＢＰＯ大型プロジェクト案件の１つで業務処理量の縮小が想定以上に進

んだことなどから、平成30年２月期通期連結業績予想につきましては、売上高が当初予想

（上記、「前回発表予想（Ａ）」）を2,238百万円下回り、それに伴い、収益改善に向け

て、運用現場の生産性向上等による売上総利益率アップを図り、また、人件費及び経費の

削減に努めましたが、売上高減による営業利益減の影響を挽回し切れず、利益面において

も、当初予想に対し、営業利益で173百万円、経常利益で106百万円、親会社株主に帰属す

る当期純利益で94百万円、それぞれ下回る見込みとなりました。 

 なお、平成30年２月期の配当予想については変更ありません。 

 

（注）上記業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


